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石河 誠司 殿 
 

あなたは、当社新卒者採用選考試験に見事合格され、平成 30年 4月 1日の入社が

内定いたしましたので、これを証します。 

 

いきなりですが、私が石河を最高に評価し、期待しているのは、「めげない姿勢」

と「改善力の高さ」です。石河は、自分でもわかっていると思いますが、決して器

用なタイプではありません。しかし、優秀な社会人として大成するのは、器用な人

間などではなく、困難があっても逃げず、あきらめず、謙虚に自分を振り返り、改

善を続けることのできる人間です。 

 

石河がパフに入ることを決意するきっかけとなった國貞さんとの飲み会。その翌

日、石河のことを評価してくれた國貞さんから頂戴した言葉を紹介します。 

 

「ドラッカーは『歴史をみても自分とは違う誰かになろうして大きな成果を出した

人などいない。自分になりきろうとした人が何かを成し遂げてきた』と言います。

もちろん仕事をする上で必要な知識やスキルやノウハウといったものは努力して

獲得していく必要があります。しかし、人間の個性・気質・性分といった本質的な

ものはなかなか変えられない。実は変える必要もない。自分の個性・気質・性分を

活かして社会に貢献しろというのがドラッカーの考え方です」 

 

國貞さんも器用なタイプではなく努力の人です。自分の個性・気質・性分を大切に

しながら、努力することによって大成した人物です。きっと石河には、そのような

自分と重なる部分を見出したのではないでしょうか。 

 

来年の４月１日（入社式は４月２日ですが）、石河誠司の正式な入社を心待ちにし

ています。そして一緒に走って、名古屋のライバルを打ち負かしましょう。 

平成 29 年 10 月 2 日 

          株式会社 パ フ 
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